
競技施設の提案

選手村の提案

仮設施設 「オーバーレイ」 の提案

競技施設は、 大会コンセプトの 「既存施設の活用」 を最大

限に遵守し、 規模拡充が必要な競技施設は木造の仮設建

築で極力対応し、 大会終了後は再利用を前提とする。

選手及び大会関係者約 1 万 5 千人が収容可能な選手村の

候補地として、 主要な競技会場から短時間で移動可能な

名古屋競馬場敷地が挙げられているが、 大会終了後の地域

のイメージアップにつながる 「街づくり」 の提案をする。

すべての競技会場で 「オーバーレイ」 と呼ばれる仮設施設

が必要となり、 そのマネージメントの如何二より開催コストに

影響を及ぼす。 その為にも転用 ・ 再利用可能な一般流通

木材を活用する。

ロンドンオリンピック ・ アクアティクセンター
両翼の仮設観客席は大会終了後撤去された。

Team Timberize による東京オリンピック施設の提案

観客席も木造！

「選手村から森の中のハウジングへ」 のイメージ 1

第 20 回アジア競技大会への提案
2026 年 9 月 18 日（金）～ 10 月 3日（土）16 日間

アジア大会への提案

第 20 回アジア協議大会は、 9 年後の社会の大きな変化を予測しながら、

その為の施設整備が将来への 「負の遺産」 にならないよう、 大会終了後

を見据えた未来に向けてより効果的な投資にしなければならない。

そこで、 来るべき循環経済社会を “なごや” が先導する為にも競技施設

は地球環境にやさしく、 再利用が可能な木材 （循環資源） を最大限に

活用すべきであり、 経費節減にもつながる。

特に各競技施設整備は勿論、 選手村、 各競技施設周辺の 「オーバーレ

イ」 と呼ばれる大量の仮設施設への木材使用を考えるべきである。
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